
▶そ の 他 定員を超えた場合は抽選とします。
また、おひさまクラブで一緒に活
動してくれる学生・ボランティア
も募集しています。

▶申し込み 3月25日㈪～4月12日㈮に直接児
童センター窓口

▶問い合わせ 同センター☎554―5706

クラブ名 日　　時 場　　所 内　　容 対　　象 定員 費　用

折紙クラブ 毎月第2土曜日
午前10時～11時30分

児童センター

季節や行事にちなんだ
折り紙の制作 幼児～大人 20人

申し込み日に
300円

（材料費）

つくしんぼ
クラブ

毎月第2火曜日
午前10時～11時30分

体操・ゲームなどを通し
て親子で触れ合う

未就園の幼児と親
※障害のある幼児可 20組 無料

おひさま
クラブ

毎月第3土曜日
午後1時30分～3時30分

運動・ゲームなどを通じ
た障害児のコミュニケー
ション活動

障害のある年長児・小
学生とその親 10組 無料

将棋クラブ
初級

5月11日～7月20日の毎
週土曜日（全11回）
午前10時～11時30分

コミュニティ
センター
みずしろ

将棋の技術習得・向上 小学生 20人 無料
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に

問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相
　談窓口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

犬の登録・集団狂犬病予防注射
　生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防注
射を毎年受けさせることが法律で義務付けられていま
す。登録をしていない方は、登録と狂犬病予防注射を
済ませましょう(登録や注射をしない場合は、罰則が
定められています)。
　すでに、登録済みの方は、予防注射の案内はがきを
郵送しますので、必ず会場にお持ちください。

受付時間 午前9時30分～11時（雨天実施）
費　　用 【注射のみ（登録済みの方）】3,300円(ワクチ

ン代2,750円+注射済票発行手数料550円)
 【登録および注射】6,300円(上記3,300円+

登録手数料3,000円)
 【登録のみ】3,000円
そ の 他 ・会場には、飼い犬に慣れた方が連れてき

てください。
 ・飼い犬が死亡している場合は、死亡届を

提出してください。なお、会場でも受け
付けます。

 ・会場で発生した盗難、咬
こう

傷
しょう

などの事件・
事故などについて、市は一切責任を負い
かねます。

子どもの健康
4カ月児健診
　受付日時 4月10日㈬午後1時～1時30分
　対　　象 平成24年11月15日～12月14日生まれの

お子さん

1歳6カ月児健診
　受付日時 4月12日㈮午後1時～1時30分
　対　　象 平成23年9月生まれのお子さん

2歳児歯科健診
　受付日時 4月18日㈭午前9時～9時30分
　対　　象 平成22年9月1日～10月15日生まれのお

子さん

3歳児健診
　受付日時 4月19日㈮午後1時～1時30分
　対　　象 平成21年10月生まれのお子さん
　※健診日の1カ月前ごろに対象者に通知します。
　※転入されたお子さんで、前の住所地で受診してい

ない方は保健センターへご連絡ください。

ＢＣＧ予防接種
　受付日時 3月28日㈭午後1時30分～2時
　対　　象 平成24年12月2日～26日生まれのお子

さん
※対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ月未
満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時 4月9日㈫午前9時30分～11時
対　　象 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時 4月9日㈫午前10時15分～10時30分
対　　象 平成24年10月15日～11月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

犬の飼育マナーを守りましょう
「犬の鳴き声がうるさい」「犬のふんが放置されて困
る」「犬が放し飼いになっている」といった苦情が多数
寄せられています。
　埼玉県では「埼玉県動物の保護及び管理に関する条
例」が、本市では「行田市愛犬条例」が定められており、
犬の鳴き声やふんの処理、動物の係留(鎖やひもでつ
ないでおくこと)などについて規定しています。
　動物と共生できるまちをつくるために、飼い主一人
ひとりがマナーを守って飼育しましょう。

期　　日 医療機関名 期　　日 医療機関名

3月17日㈰ 清幸会行田中央総合病院 3月31日㈰ 清幸会行田中央総合病院

3月20日㈬ 壮幸会行田総合病院 4月7日㈰ 壮幸会行田総合病院

3月24日㈰ 壮幸会行田総合病院 4月14日㈰ 清幸会行田中央総合病院

期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

4月4日㈭ 保健センター 4月17日㈬ 忍・行田公民館

4月5日㈮ 下忍公民館 4月19日㈮ 星宮公民館

4月8日㈪ 南河原支所 4月20日㈯ 保健センター

4月9日㈫ 持田公民館 4月23日㈫ 太井公民館

4月10日㈬ 須加公民館 4月24日㈬ 荒木公民館

4月11日㈭ 地域文化センター 4月25日㈭ 北河原公民館

4月12日㈮ 埼玉公民館 4月26日㈮ 星河公民館

4月16日㈫ 太田公民館
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　 4月から無料法律相談の相談日と相談時間が変更に
なります。

　※相談時間は1人20分です。
▶申し込み 予約相談月の1日（1日が休日の場合は翌

開庁日）から直接または電話で地域づく
り支援課

▶問い合わせ 同課くらし安心担当（内線252）

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 3月26日㈫※次回4月11日㈭・23日㈫の予約
は4月1日㈪から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館2階会議室 3月18日㈪、4月1日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活多重債務 市役所 毎週月～金曜日 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 4月10日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部
☎554―2702

不動産 市役所 3月19日㈫ 午前9時～正午
埼玉県宅地建物取引業協会

北埼支部
☎562－5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 毎週木・土曜日（3月23日㈯・30日㈯は休み）

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 4月10日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 3月19日㈫ 午後1時30分～3時30分

関東信越税理士会
行田支部

☎554―1411
水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 3月24日㈰、4月7日㈰ 午前8時30分～正午 水道課

☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 3月19日㈫・26日㈫、4月2日㈫・9日㈫ 午後5時15分～7時

（3月15日～4月14日）各 種 相 談

　市内における放射線量の状況を把握、監視するた
めに放射線量の測定を定期的に行っています。測定
値については、「市報ぎょうだ」や市ホームページ、各
公民館（土・日曜日、祝日を除く）で公表しています。

放射線量測定値（参考値）
・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル

※本市では、放射線量測定器の貸し出しを行ってい
ます。事前に予約が必要となりますので、防災安
全課までご連絡ください。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線282）

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

2月19日㈫
午前９時 曇り 0.08

午後３時 曇り 0.08

放射線量の測定を行っています

市税の納付には、「安心！確実！便利」な
口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税

国民健康保険税・・・・・・・・・9期

介護保険料・・・・・・・・・・・9期

後期高齢者医療保険料・・・・・・9期

納期限　 4月1日㈪

無料法律相談が変わります無料法律相談が変わります

　ハローワークでは、就職を目指している方を対象に、
「パソコン」「事務」「介護」「ⅠＴ系」などのさまざま
な求職者支援訓練の募集をしています。
　毎月開講される訓練コースは、3カ月から6カ月間
のものがあり、無料で受講できます。なお、受講の申
し込みには、ハローワークの職業相談が必要です。
▶申し込み・問い合わせ
　ハローワーク行田☎556―3151

就職に向けて支援訓練を就職に向けて支援訓練を

変更点 新 旧

相 談 日 毎月第2木曜日
毎月第4火曜日 毎月第4火曜日

相談時間 午前9時20分～正午 　午前9時～正午
　午後1時～3時

対応人数 16人（1日8人） 15人
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▶日　　時 4月13日㈯午後２時
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時 4月12日㈮午後２時
▶場　　所 図書館ミーティングルーム
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶主　　催 おしゃべりインコの会

▶日　　時 3月16日㈯午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名 きたきつねのゆめ(15分）、おおはくちょ

うのそら(15分)
▶定　　員 80人（先着順）
▶入 場 料 無料

・睡眠ドクターが教える熟睡する技術(古賀良彦)
・ガッツン！ (伊集院静)
・孤独な放火魔(夏樹静子)
・学歴入門(橘木俊詔)
・ハッピー・バースデー・ババ(柏葉幸子／作、高畠純
／絵)

・チョコレート屋のねこ(アン・モーティマー／絵、　
スー・ステイントン／文)

▶日　　時 3月20日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容 絵本やパネルシアターなど
▶対　　象 2・3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 3月23日㈯午前11時
▶内　　容 絵本や手遊びなど
▶対　　象 幼児
▶主　　催 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 4月6日㈯午後２時
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

午前9時30分～午後7時
3月4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪、
4月1日㈪・2日㈫・8日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

おはなし会

定例子ども映画会

新 着 図 書

読み語りの会

▶募集開始日　 3月1日㈮
▶応募資格　
　・企業または個人事業主
　・公共団体またはこれに類する団体
　※市税などの滞納がないこと
　※個人は対象外
▶申込方法　図書館で配布している申込用紙(同館

ホームページよりダウンロード可)に必要事項を記
入の上、広告案などの書類を添えて同館に持参また
はFAXで提出してください。

▶対象雑誌　同館が作成した「雑誌リスト」から選ん
でください。

　※「雑誌リスト」以外の雑誌について、広告主とな
る希望がある場合は、同館と協議することができ
ます。

　※１つの雑誌に複数の申し込みがあった場合は、先
着順とします。

　年間34万人以上の入館者があり、平均すると1日1,000人以上が利用している本市の図書館では、最新号の雑
誌に閲覧用のカバーをしています。そのカバーに広告を掲載する代わりに、広告料として雑誌購入代金を負担
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に、縦４センチメートル×横13センチメートル以内
で地色は白色、文字は黒色のスポンサー名を表示、
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幻想的な絵画が寄贈されました

　2月6日、市役所2階展示スペースで絵画の贈呈式が行
われました。
　この絵画は、山本食品工業㈱が行田の魅力を広くＰＲし
ようと、日本画家の石原進さんに制作を依頼したもので、
行田蓮を題材にした幻想的な絵画が寄贈されました。
　縦1ｍ54㎝、横2ｍ25㎝の絵画が展示スペースに設
置されていますので、市役所にお越しの際は、ぜひご覧く
ださい。

鬼は～外。福は～内。

　2月3日、行田八幡神社で節分祭が行われ、福を授かろう
と多くの方が訪れました。
　年男・年女、さらには忍城おもてなし甲冑隊が「鬼は外。
福は内」と大きな声で福豆をまくと、訪れた方は手を伸ばし
て福を受け取っていました。
　また、甘酒の振る舞いや市内特産品の販売、軽トラ市も開
催されるなど、境内は大いににぎわいました。

Gyoda City Photo Studio
2013

平和と命の大切さを学ぶ

　1月19日、産業文化会館で、渡部陽一さんを招き「行田
市人権教育合同学習講演会」が行われました。
　戦場カメラマンとして世界各地の紛争地域を駆け回り、
戦火の中で、生きる人々を撮影してきた渡部さん。スクリー
ンに映し出された写真を背に、戦争で被害を受けた子供た
ちのことなど、戦争の悲惨さを独特な口調と身振りで語る
姿に、観客の誰もが平和や命の尊さを実感しているようで
した。

地域を守る一員として

　2月2日、中央公民館で行田市ジュニア防災会議が行われま
した。
　この会議は、災害時に地域防災の一員となる中学生を対象に、
防災意識の高揚と防災知識の向上を目的に行うもの。参加した
市内全中学校の生徒会役員のメンバーは、学校周辺の地図を
基に、地域の特徴や防災拠点、危険個所などについてイメージ
トレーニングをしました。また、防災会議では、工藤市長を交え、
災害発生時に中学生自らができることについて意見を交換しま
した。

待望の地元での上映会

　2月2日・3日に、産業文化会館ホールで映画「のぼう
の城」上映会が行われました。
　午前・午後の部併せて2日間で4回上映された映画
に、1,457人の観客が会場を訪れました。映画館で見
た方も、初めて見る方も、行田の地で映画を見ることに
感慨深いものがあるのか、エンドロールが流れ終わった
後も、いつまでも余韻にひたっていました。この映画を
見たことで、郷土愛がより育まれたことでしょう。

保護者の「声」をお聴きしました

　2月5日、商工センターで、さらなる子育て環境の充実を
図るため、行田市PTA連合会協力の下、子育て中の保護
者を対象にした市政懇談会が開催されました。
　学童保育室や学校の教育環境・授業時間など、日ごろ感
じている「子育て」や「教育」について、保護者ならでは
の意見が寄せられました。
　本市では、今回いただいた貴重な意見を今後の子育て施
策に生かし、子育て環境ナンバー1のまちを目指していきま
す。

写真館

写真館
異空間を演出したイベントで

さらに行田を元気に

　2月10日、第1回うきしろコスプレサミットが開催さ
れ、産業文化会館ではトークショーが、忍城址と水城公
園ではコスプレーヤーによる撮影会が行われました。
　落語家の2代目林家木久蔵さんが司会を務めた
トークショーでは、ゲーム「戦国無双」で伊達政宗役の
檜山修之さんとアニメ「ドラえもん」でジャイアン役の
木村昴さんが、声優になったきっかけや収録中の裏話
など興味深い話を披露。2人のユーモア溢れる話に、
観客席から笑い声が絶えることはありませんでした。
　また、忍城址と水城公園ではアニメやゲームのキャ
ラクターなどに扮したコスプレーヤーの皆さんが、思
い思いのポーズをとって写真撮影を楽しんでいました。
　異空間を演出したこの新しいイベントが、行田のま
ちをさらに活性化させることでしょう。

ふん
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「古墳の桜」（写真）
　　　　　　　半田充右（南河原）
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広　場

○3月1日㈮〜29日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、4月2日㈫午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成24年5月生まれの
お子さんを募集します
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さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
整
体
や

太
極
拳
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
体
操
を
行
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
「
ク
ラ
ブ
で
覚
え
た
動
き
を
家
庭

で
も
実
践
し
て
も
ら
い
、
普
段
か
ら
自
分
の
健
康

に
気
を
付
け
て
く
れ
た
ら
」
と
い
う
思
い
を
込
め

て
釜
屋
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
。
中
国
で
い
う
ラ

ジ
オ
体
操
の
「
練れ

ん

功こ
う

」
か
ら
始
ま
り
、
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
ボ
ー
ル
や
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
体

操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
な
ど
、
体
操
メ
ニ
ュ
ー

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き

で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
体
操
の
い

い
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

体
操
を
行
う
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
や
効
果
、
さ
ら
に

は
季
節
に
応
じ
た
健
康
管
理
の
方
法
な
ど
、
釜
屋

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
全
身

を
く
ま
な
く
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

家
庭
に
戻
っ
て
も
、
家
事
を
し
な
が
ら
足
踏
み
を

し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

た
り
と
、
日
常
生
活
に
体
操
を
取
り
入
れ
「
体
操

を
始
め
て
体
が
軽
く
な
っ
た
」
と
そ
の
効
果
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
の
調
子
が
整
う
と
、

自
然
と
心
も
明
る
く
な
り
、
笑
顔
に
な
れ
る
そ
う

で
す
。「
明
日
の
活
力
を
生
み
出
し
、
い
つ
ま
で

も
若
さ
を
保
つ
秘ひ

訣け
つ

は
、日
々
の
健
康
体
操
で
す
」

と
ほ
ほ
笑
む
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
そ
の
生
き
生

き
と
し
た
笑
顔
か
ら
は
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
絶
対
の
自
信
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
の
達
人
へ
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
も
同

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
健
康
づ
く
り
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健康体操クラブ
〜体操で心と体を健康に〜

平成 24 年

3月生まれの
おともだち

新
井　

惺せ
い

也や

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
仁
さ
ん　

母
・
絵
梨
加
さ
ん

平
成
24
年
3
月
2
日
生
ま
れ

「
た
く
ま
し
い
子
に
な
っ
て
ね
！
」

田
口　

心こ

晴は
る

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父・聡
さ
ん　

母・真
理
子
さ
ん

平
成
24
年
3
月
8
日
生
ま
れ

「
心
晴
ち
ゃ
ん
が
い
て
幸
せ
で
す
」

宮
野　

真ま

帆ほ

ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
敬
大
さ
ん　

母
・
理
加
さ
ん

平
成
24
年
3
月
13
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
太
陽
で
す
。」

伊
藤　

優ゆ
う

冴ご

ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
昌
弘
さ
ん　

母
・
麻
美
さ
ん

平
成
24
年
3
月
7
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
優
し
く　

時
に
は
強
く
」

▶問い合わせ　栗原☎090―1535―4460

塚田　大
だい

地
ち
ちゃん・大

たい

志
し
ちゃん（持田）

父・弘幸さん　母・頼子さん
平成24年3月13日生まれ
「これからもヨロシクね。」
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▼
日
時　

3
月
15
日
㈮
午
後
1
時

～
2
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
1
階
交
流
ロ

ビ
ー　

▼
内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」（
歌

：

潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

：

吉
田

宏
志
さ
ん
）
に
よ
る
演
奏
会　

▼
問　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
5
5
7

―
5
4
0
0

▼
日
時　
3
月
24
日
㈰
午
前
9
時
40

分
～
午
後
4
時　

▼
場
所　
中
央
公

民
館
第
1
研
修
室
ほ
か
（「
み
ら
い
」

内
）　

▼
内
容　
棋
力
別
認
定
大
会
、

13
路
盤
戦
（
初
心
者
対
象
）、
入
門

教
室　

▼
対
象　
中
学
生
以
下
の
男

女
（
入
門
教
室
は
保
護
者
も
可
）
※

小
学
生
以
下
は
原
則
と
し
て
、
保
護

者
同
伴　

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
碁
楽
会
、
㈶
日
本
棋
院　

▼
そ

の
他　
詳
細
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い　

▼
�　

同
館
で

配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

田
川
乗
っ
切
り
」
ほ
か　

▼
入
場
無

料　
▼
主
催
・
問　
同
館
☎
5
5
3

―
1
4
7
8

▼
日
時　
3
月
12
日
㈫
午
後
5
時
45

分
ま
で
に
集
合　

▼
集
合
場
所　
商

工
セ
ン
タ
ー
4
0
1
研
修
室　

▼
内

容　

時
間
内
に
市
内
3
店
舗
を
飲

み
歩
き
、
新
し
い
店
や
仲
間
を
見
つ

け
る
※
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ
ン
ク

の
準
備
あ
り　

▼
参
加
費　

1
人

3
千
円
（
3
月
5
日
㈫
ま
で
に
申
し

込
み
の
場
合
）
※
3
月
6
日
㈬
以
降

は
3
千
5
0
0
円　

▼
そ
の
他　
2

人
1
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

▼
�
・
問　

行
田
商
工
会
議
所
☎

5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
3
月
24
日
㈰
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館　

▼

内
容　
【
第
1
部
】
落
語
と
紙
切
り

【
第
2
部
】
み
ん
な
で
紙
切
り
に
挑

戦　

▼
対
象　

幼
児
～
大
人　

▼

参
加
費　

1
千
5
0
0
円
※
ペ
ア

2
千
5
0
0
円　

▼
後
援　
行
田
市

教
育
委
員
会　

▼
�
・
問　
3
月
20

日
㈬
ま
で
に
行
田
お
や
こ
劇
場

事
務
局
☎
0
9
0
―
3
8
1
6
―
5

3
7
4

▼
日
時　
3
月
24
日
㈰
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
マ
リ
ン
バ
に
よ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会　

▼
曲
目　

「
ウ
ィ
ー
ン
わ
が
夢
の
街
」「
オ
ペ

ラ
『
道
化
師
』
よ
り
鳥
の
歌
」「
ハ

ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
2
番
」「
剣
の

舞
」
ほ
か　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
後
援　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
㈶
行
田

市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い

き
財
団　

▼
問　
同
協
会
事
務
局
☎

5
9
6
―
7
6
7
0

▼
日
時　
3
月
10
日
㈰
午
前
9
時
※

雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　
J
R

行
田
駅
南
口　

▼
内
容　
荒
川
河
川

敷
で
の
冬
鳥
の
観
察
、
郷
土
の
歴
史

と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ　

▼
参
加
無
料　
▼
持
ち
物　

汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や
す
い
服
装
、

お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡
（
7
～
8

倍
）　

▼
主
催　
み
ど
り
の
ぎ
ょ
う

だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
問　
行
田
さ

く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
5
6
4

―
3
0
0
0

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
3
月
19
日

㈫
ま
で
に
直
接
ま
た
は
F
A
X
で
提

出
【
F
A
X
】
5
5
3
―
5
7
6
0

▼
問　
同
館
☎
5
5
6
―
2
6
4
9

▼
日
時　
4
月
3
日
㈬
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り

大
学
体
育
館　

▼
内
容　
音
楽
が
好

き
な
同
大
学
の
学
生
と
市
内
在
住
お

よ
び
本
市
に
縁
の
あ
る
プ
ロ
の
音
楽

家
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト　

▼
出
演　
【
第
1
部

：

ク
ラ
シ

ッ
ク
声
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
】
田
中
利

幸
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）、
森
川
郁
子

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）【
第
2
部

：

ロ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
】
若
山
年
勝
さ
ん

（
ド
ラ
ム
奏
者
）、
同
大
学
軽
音
楽
部

学
生　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
行

田
も
の
つ
く
り
・
音
友
会
、
同
大
学　

▼
後
援　
行
田
市　

▼
問　
田
中
☎

5
5
6
―
0
5
0
3
ま
た
は
同
大
学

5
6
4
―
3
8
1
7

▼
日
時　
3
月
16
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
3
時　

▼
場
所　

佐
間
公
民

館　

▼
内
容　

一
龍
斎
貞
寿
さ
ん

（
女
流
講
談
師
）
に
よ
る
講
談
「
隅

イ
ベ
ン
ト

落
語
と
紙
切
り

や
す
ら
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト

第
3
回
行
田
市
少
年
少
女

囲
碁
大
会

行
田
と「
も
の
つ
く
り
大
学
」

を
結
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
Vol.
9

次
か
ら
次
へ
と
飲
み
歩
く

ぎ
ょ
う
だ
は
し
ご
酒

行
田
音
楽
家
協
会

第
8
回
定
期
演
奏
会

行
田
さ
ま
寄
席

～
講
談
を
聴
く
会
～

第
７
回
未
来
へ
残
し
た
い
行
田
の
自

然
八
景
ウ
ォ
ー
ク
～
ま
ぼ
ろ
し
の
新

川
河
岸
跡
（
荒
川
）
を
歩
く
～

282013. 3 　市報 ぎょうだ
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▼
日
時　

3
月
30
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　

太
井
公
民
館　

▼
内
容　

素
ば
な
し
、
手
遊
び
、

本
の
朗
読　

▼
対
象　

幼
児
ま
た

は
小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の

保
護
者　

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問　

栗

原
☎
5
5
4
―
4
3
0
0

▼
日
時　

3
月
15
日
㈮
～
17
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
5
時
（
17
日
は

午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
入
場
無
料　

▼
問　

川
崎
☎

5
5
3
―
2
8
6
9

▼
日
時　

3
月
25
日
㈪
午
後
1
時

～
2
時　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
機
能
の
発

達
を
促
す
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

親
子
の
心
を
癒
す
（
予
約
制
）　

▼

対
象　

生
後
2
カ
月
～
10
カ
月
く

ら
い
の
子
ど
も
と
親
※
妊
婦
の
方
も

参
加
可　

▼
参
加
費　
1
組
5
0
0

円　

▼
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物　

▼
�
・
問　
3
月
24
日
㈰
ま

で
に
「
青
の
時
間
」
高
島
☎
5
5
4

―
5
3
6
1
※
留
守
番
電
話
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
4
月
14
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ

ト
ピ
ア　

▼
対
象　
40
歳
ま
で
の
男

女　

▼
定
員　

男
女
各
20
人　

▼

参
加
費　
【
男
性
】
3
千
8
0
0
円

【
女
性
】
3
千
2
0
0
円
（
会
員
は

5
0
0
円
引
き
）
※
軽
食
付
き　

▼

�
・
問　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
4
月
7
日
㈰
ま

で
に
N
P
O
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
荒
木
☎
5
5
4
―
0
1
6
2

▼
日
時　

3
月
20
日
㈬
【
受
け
付

け
】
午
前
9
時
30
分
～
10
時
【
抽
選

会
】
午
前
10
時　

▼
場
所　
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象
・
定
員
・
活

動
日
時　
【
親
子
ク
ラ
ス
】
3
歳
児

と
親
・
30
組
（
水
曜
日
午
後
2
時
30

分
～
3
時
30
分
）【
幼
児
ク
ラ
ス
】

新
年
中
児
・
20
人
、
新
年
長
児
・
若

干
名
（
水
曜
日
午
後
3
時
30
分
～
4

時
30
分
）【
1
年
生
ク
ラ
ス
】
新
小

学
1
年
生
・
25
人
（
水
曜
日
午
後
4

時
30
分
～
5
時
30
分
）【
Ａ
コ
ー
ス
】

新
小
学
2
年
生
・
20
人
（
火
曜
日
午

後
4
時
30
分
～
5
時
30
分
）【
Ｂ
コ

ー
ス
】
新
小
学
3
年
生
・
20
人
（
火

曜
日
午
後
5
時
30
分
～
6
時
30
分
）

【
Ｆ
ク
ラ
ス
】
新
小
学
1
～
6
年
生

で
運
動
の
苦
手
な
児
童
・
10
人
（
水

曜
日
午
後
5
時
30
分
～
6
時
30
分
）

【
Ｋ
コ
ー
ス
】
新
小
学
1
～
3
年
生
・

20
人
（
土
曜
日
午
後
2
時
～
3
時
）

【
Ｌ
コ
ー
ス
】
新
小
学
４
年
生
以
上
・

若
干
名
（
土
曜
日
午
後
3
時
～
4

時
）　

▼
費
用　

入
会
金
2
千
円
、

月
会
費
2
千
5
0
0
円　

▼
そ
の
他　

指
導
員
も
募
集
中
（
体
操
経
験
者
、

体
育
系
学
校
を
卒
業
し
た
方
）　

▼

問　
行
田
市
体
操
連
盟
事
務
局
若
林

☎
0
9
0
―
3
0
9
1
―
1
7
8
1

▼
日
時　
4
月
7
日
㈰
午
前
7
時
～

午
後
2
時　

▼
場
所　
古
代
蓮
の
里　

▼
そ
の
他　
出
店
者
打
ち
合
わ
せ
会

議
あ
り　

▼
�
・
問　
3
月
19
日
㈫

ま
で
に
行
田
商
工
会
議
所
☎
5
5
6

―
4
1
1
1

▼
日
時　
3
月
21
日
㈭
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時　

▼
場
所　

行
田

商
工
会
議
所
会
議
室　

▼
対
象　
平

成
22
年
度
の
売
り
上
げ
が
1
千
万
円

以
上
の
企
業　

▼
参
加
無
料　
▼
問　

同
会
議
所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
3
月
21
日
㈭
午
後
1
時
30

分
～
3
時　

▼
場
所　
中
央
公
民
館

第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼

パ
ネ
リ
ス
ト　
清
水
海
隆
さ
ん
（
立

正
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）、
小

田
原
道
弥
さ
ん
（
埼
玉
県
庁
内
福

祉
の
店
運
営
協
議
会
代
表
）、
木
村

浩
章
さ
ん
（
行
田
市
福
祉
の
店
検
討

会
議
代
表
）　

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー　
板
垣
慶
子
さ
ん
（
社
会
福
祉
法

人
か
が
や
き
の
会
理
事
長
）　

▼
入

場
無
料　
▼
主
催　
行
田
市
福
祉
の

店
検
討
会
議　

▼
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
☎
5
5
5
―

1
1
0
0

消
費
税
納
付
相
談
会

第
2
回
行
田
市
年
金
写
真

ク
ラ
ブ
写
真
展

お
は
な
し
会

春
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
会

行
田
市
体
操
連
盟

平
成
25
年
度
会
員
抽
選
会

第
29
回
行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン

大
会
物
産
バ
ザ
ー
ル
出
店
者

共
生
社
会
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

︱
共
に
働
く
場
を
め
ざ
し
て
︱

桜
ま
つ
り

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

相

　
　談

募

　
　集

講

　
　
　演
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
3
月
17
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
中
央
公

民
館
第
３
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容　
外
国
人
が
感
じ
た
日
本
や

日
本
語
学
習
の
経
験
談
に
つ
い
て
の

発
表
を
通
し
て
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
必
要
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
多

文
化
共
生
の
た
め
の
意
見
交
換
を
行

う　

▼
定
員　
30
人　

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　
行
田
に
ほ
ん
ご
教
室　

▼

�
・
問　
3
月
15
日
㈮
ま
で
に
同
教

室
三
友
☎
5
5
4
―
9
0
0
8

▼
日
時　
3
月
23
日
㈯
午
後
6
時
～

8
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

4
0
3
研
修
室　

▼
内
容　
安
井
息

軒「
孟
子
」、
吉
田
松
陰「
講
孟
箚さ
っ

記き

」　

▼
講
師　
荒
井
桂
さ
ん　

▼
受
講
料　

5
0
0
円
（
資
料
代
な
ど
）　

▼
主

催　
㈶
忍
郷
友
会　

▼
そ
の
他　
4

月
か
ら
毎
月
第
4
土
曜
日
の
午
後
6

時
～
8
時
に
東
洋
思
想
講
座
を
開
催　

▼
問　

同
会
事
務
所
☎
5
5
6
―

9
0
0
0
（
火
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
5
時
）

▼
日
時　
4
月
3
日
～
24
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
10
時
～

11
時　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
内
容　
中
国
の

気
功
を
使
い
、
体
・
内
臓
・
心
の

調
子
を
整
え
る　

▼
対
象　

健
康

維
持
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
費
用　

1
千
5
0
0
円　

▼
持
ち
物　
バ
ス

タ
オ
ル　

▼
�
・
問　

健
康
気
功

サ
ー
ク
ル
代
表
福
田
☎
0
9
0
―

3
5
9
4
―
9
5
9
0

▼
日
時　
4
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮
午

後
6
時
40
分
～
8
時
10
分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し

ろ　

▼
内
容　
治
療
を
目
的
と
し
た

健
康
体
操
「
自
彊
術
」
を
行
う　

▼

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
の
敷
物　

▼
問　
自
彊

術
ク
ラ
ブ
代
表
寺
田
☎
5
5
4
―

6
2
8
0

▼
日
時　
6
月
16
日
㈰
午
後
3
時
開

演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
出
演　
野
村
萬
斎
、
石
田
幸

雄
、
高
野
和
憲
、
月
崎
晴
夫
、
岡
聡

史
、
中
村
修
一　

▼
演
目　
「
萩
大

名
」「
蝸か

牛ぎ
ゅ
う」　

▼
入
場
料　
全
席
指

定
【
大
人
】
4
千
5
0
0
円
【
高
校

生
以
下
】
1
千
5
0
0
円
※
未
就
学

児
の
入
場
不
可　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い　
4
月
6
日
㈯
午
前
9
時
か
ら

同
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午
前
10
時

か
ら
）

▼
日
時　
3
月
17
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時（
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館　

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国
創
作
粘
土
人

形
の
会
「
サ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー

ル
」）　

▼
参
加
費　
2
5
0
円
（
材

料
費
1
体
分
）　

▼
そ
の
他　
古
代

蓮
会
館
入
館
料
【
大
人
】
4
0
0

円
【
小
・
中
学
生
】
2
0
0
円
が

必
要
※
障
害
者
割
引
あ
り　

▼
�　

開
催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

▼
勤
務
日
数　
週
2
～
3
日
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

▼
勤
務

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分　

▼
勤
務
場
所　
は
に
わ
の
館　

▼
勤

務
内
容　
は
に
わ
の
制
作
指
導
お
よ

び
案
内
・
受
け
付
け
を
含
む
事
務
な

ど　

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
59
歳

以
下
の
方
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

勤
務
が
可
能
な
方
）　

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

▼
時
給　
8
0
0
円
※

試
用
期
間
2
カ
月
間
は
7
8
0
円　

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接　

▼
そ
の
他　

有
給
休
暇
制
度
あ
り　

▼
�　

3
月
20
日
㈬
午
後
4
時
ま
で

に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
産
業
文

化
会
館
窓
口
に
持
参

東
洋
思
想
講
座

中
国
健
康
気
功
講
座

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

健
康
体
操
自じ

彊き
ょ
う

術じ
ゅ
つ

ク
ラ
ブ

無
料
体
験
教
室

古
代
蓮
会
館　

紙
粘
土
細
工
講
座

干
支
シ
リ
ー
ズ
“
は
す
巳み

ち
ゃ
ん
”

は
に
わ
の
館

臨
時
職
員
募
集

野
村
萬
斎　

狂
言

　
　
　
　
　

行
田
公
演

講

　
　
　座

教

　
　
　室
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広告

InformationInformation 催し・募集

総
合
武
術
教
室

春
の
無
料
体
験
教
室

▼
日
時　
毎
月
第
1
･
3
日
曜
日
午

前
9
時
～
11
時
※
第
1
回
は
4
月
14

日
㈰　

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ　

▼
内
容　
走
る
・
跳
ぶ
な
ど
の

陸
上
運
動
の
基
本
を
学
ぶ　

▼
対
象　

小
学
生　

▼
定
員　
50
人

▼
費
用　

入
会
金
1
千
円
、
月
会
費
5
0
0

円　

▼
主
催　
行
田
市
陸
上
競
技
協

会　

▼
問　
同
協
会
奥
泉
☎
5
5
5

―
0
8
1
4

▼
日
時　
4
月
13
日
～
6
月
15
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
9
時

～
10
時
30
分
※
雨
天
の
場
合
の
予

備
日
と
し
て
6
月
23
日
㈰
・
30
日

㈰　

▼
場
所　
富
士
見
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　

▼
対
象　
小
学
生
（
そ
の

他
要
相
談
）　

▼
定
員　
40
人
程
度

（
先
着
順
）　

▼
費
用　
3
千
円
（
コ

ー
ト
代
・
ボ
ー
ル
代
）
※
初
日
に
徴

収　

▼
持
ち
物　
運
動
し
や
す
い
服

装　

▼
主
催　
行
田
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ　

▼
後
援　
行
田
市
テ
ニ

ス
協
会　

▼
そ
の
他　
ラ
ケ
ッ
ト
の

貸
し
出
し
あ
り　

▼
�
・
問　
平
日

の
午
後
7
時
～
9
時
に
同
ク
ラ
ブ
代

表
横
田
☎
5
5
4
―
8
1
6
4

▼
日
時　
4
月
3
日
～
5
月
30
日
の

毎
週
水
・
木
曜
日
（
全
18
回
）
午

後
7
時
～
9
時　

▼
場
所　
「
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
内
容　

空
手
や
カ
ン
フ
ー
な
ど
の
基
本
や
技

を
総
合
的
に
学
び
、
ア
ク
シ
ョ
ン
や

武
器
の
練
習
を
行
う
と
と
も
に
、
礼

儀
作
法
を
身
に
付
け
、
心
身
の
成
長

を
目
指
す　

▼
対
象　
5
歳
以
上
の

方　

▼
そ
の
他　
途
中
参
加
可
。
要

申
し
込
み　

▼
�
・
問　
総
合
武
術

教
室
武
活
道M

artialA
rtsLife

代
表
福
田
☎
0
9
0
―
3
5
9
4
―

9
5
9
0

▼
期
日　

3
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰　

▼
内
容　
【
古
代
蓮
の
里
売
店
】
店

内
お
よ
び
屋
外
で
1
0
0
円
均
一

の
大
売
り
出
し
【
古
代
蓮
会
館
】
入

館
者
を
対
象
に
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
や

お
茶
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
【
古
代
蓮
う

ど
ん
店
】
注
文
し
た
方
に
ゆ
で
卵
1

個
サ
ー
ビ
ス　

▼
そ
の
他　
各
施
設

と
も
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

▼
日
時　
３
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
日
本
舞
踊
・
長

唄
演
奏
の
鑑
賞
お
よ
び
解
説
、
伝
統

文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒
に
よ
る
発
表　

▼
出
演　
西
川
扇
由
女
、
東
音
会
、

越
智
義
乃
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

生
徒
ほ
か　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　
3
月
15
日
㈮
～
17
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
17
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
場
所　
産
業
文
化

会
館
創
作
室　

▼
内
容　
俊
和
会
会

員
の
絵
画
作
品
を
展
示　

▼
入
場
無

料

古
代
蓮
の
里

「
春
の
感
謝
デ
ー
」

邦
楽
・
邦
舞
の
つ
ど
い

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会

「
作
品
展
」

	行田市の人口と世帯	 人口85,759人　男42,697人　女43,062人　世帯数33,526世帯
	（平成25年2月1日現在）	 1 月中の異動　出生47人　転入等187人　死亡113人　転出等186人住民基本台帳人口

陸
上
教
室

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
クラブ名 活動日時 場　所 内　　容 対　象 定員 会　費 申し込み・問い合わせ

キッズダンス
クラブ

毎週木曜日午後4
時15分～5時15分

「グリーン
アリーナ」
剣道場ほ
か

ヒップホップな
どのダンスを行
い、リズム感覚
を養いながら、
体力の向上を図
る

平成25年4月現
在で小学1年生
の児童または小
学2年生の児童

【小学1年生】
6人

【小学2年生】
5人

月額
2,000円

3月14日㈭午後6時に直接「グリー
ンアリーナ」会議室
※応募者多数の場合は申込日に抽選
※両クラブ重複しての申し込みは
不可

※１人につき1人分の申し込みの
み(権利の譲渡不可)

※時間に遅れた方は、抽選に参加
できません。

グリーンアリーナ☎553―3377

ジュニアダンス
クラブ

毎週土曜日午後4
時30分～5時30分

平成25年4月現
在で小学2年生
～6年生の児童

7人
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植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

市報 ぎょうだ市報 ぎょうだCITY  PUBLIC  RELATIONS

うちの子
家で勉強しないんです

3
MAR.2013

No.801

特集

P.2

災害に備える。 P.8

移 築 民 家移 築 民 家
い ちく みん かい ちく みん か

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　さきたま古
こ

墳
ふ ん

公
こ う

園
え ん

内
な い

にある「移
い

築
ち く

民
み ん

家
か

」。江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

と明
め い

治
じ

時
じ

代
だ い

に建
た

てられた民
み ん

家
か

を園
え ん

内
な い

に移
い

築
ち く

したもので、家
い え

の中
な か

を見
け ん

学
が く

できるから、当
と う

時
じ

の生
せ い

活
か つ

の様
よ う

子
す

を知
し

ることができるんだ。
　ここで、フラべぇに質

し つ

問
も ん

！なぜ、古
こ

墳
ふ ん

を中
ちゅう

心
し ん

とした公
こ う

園
え ん

に
民
み ん

家
か

が公
こ う

開
か い

されているのか知ってる？
【フラべぇ】（・・・）
　もう、のんびり日

ひ

なたぼっこしている場
ば

合
あい

じゃないですよ。
園
えん

内
な い

にある「さきたま史
し

跡
せき

の博
はく

物
ぶ つ

館
か ん

」は、平
へい

成
せ い

18年
ね ん

までは考
こう

古
こ

と民
みん

俗
ぞ く

の博
はく

物
ぶ つ

館
か ん

だったんだ。だから、古
こ

墳
ふん

から出
しゅつ

土
ど

した土
ど

器
き

や
埴
はに

輪
わ

を紹
しょう

介
か い

するだけでなく、昔
むかし

の農
のう

家
か

も移
い

築
ち く

されているんだよ。
【フラべぇ】知

し

らなかったよ。もっと行
ぎょう

田
だ

の歴
れ き

史
し

や名
め い

所
し ょ

を勉
べ ん

強
きょう

して、行
ぎょう

田
だ

博
は か

士
せ

を目
め

指
ざ

すね。

　1月26日、グリーンアリーナで第24回行田市なわとび大会が行われま
した。個人の部、団体の部に出場した市内の小学生282人は、自分たちの
最高記録を更新することを目標に、時間とびなどの競技に臨みました。
選手たちは軽快なリズムで跳び続け、さわやかな汗を流していました。

　

江
戸
時
代
、
忍
城
下
へ
の
北
の
入
口
で
あ
っ

た
の
が
、
現
在
の
忍
1
丁
目
の
六
ツ
門
交
差
点

付
近
に
あ
っ
た
谷
郷
口
で
し
た
。
こ
こ
に
は
谷

郷
口
門
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
門
番
が
明
六
ツ

（
午
前
６
時
）
に
門
を
開
け
、
暮
六
ツ
（
午
後
６

時
）
に
門
を
閉
め
た
こ
と
か
ら
、「
六
ツ
門
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
谷
郷
口
門
は
、
忍
城
が
廃
城
と
な
っ
た

後
、
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
に
加
須
市
の
總そ

う

願が
ん

寺じ

に
移
築
さ
れ
、
同
寺
の
黒
門
（
西
門
）
と

し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

谷
郷
口
か
ら
は
、
北
に
向
か
っ
て
和
田
、
上

池
守
、
南
河
原
、
北
河
原
を
経
て
妻
沼
へ
と
通

じ
る
妻
沼
道
と
、
西
に
向
か
っ
て
現
在
の
県
道

弥
藤
吾
行
田
線
と
同
じ
ル
ー
ト
で
皿
尾
に
抜
け
、

持
田
を
経
て
熊
谷
に
至
る
熊
谷
道
の
二
つ
の
街

道
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
谷
道
に
は
、

皿
尾
で
長
大
道
と
も

呼
ば
れ
た
も
う
一
つ

の
妻
沼
道
が
合
流
し

て
い
ま
し
た
。

　

二
つ
の
妻
沼
道
が

通
っ
て
い
た
星
宮
地

区
は
、
古
墳
時
代
末

期
ご
ろ
に
、
埼
玉
県

内
最
大
規
模
の
条
里

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
4
　
北
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

12

228

制
（
行
田
熊
谷
条
里
）
が
敷
か
れ
た
、
埼
玉
県

を
代
表
す
る
歴
史
あ
る
穀
倉
地
帯
で
、
江
戸
時

代
に
は
こ
の
地
域
で
取
れ
た
米
だ
け
を
「
忍
蔵

米
」
と
呼
ん
で
い
た
と
の
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
話
の
真
偽
は
不
明
で
す
が
、「
忍
蔵
米
」
が

評
判
の
良
い
米
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
嘉

永
４
年
（
1
8
5
1
）、
江
戸
で
発
行
さ
れ
た

「
諸
国
豊
作
一
覧
」
と
い
う
米
の
番
付
に
、「
武
州

忍
蔵
米
」
が
前
頭
の
上
位
と
か
な
り
高
い
格
付

け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、江
戸
時
代
末
期
、

江
戸
の
酒
屋
か
ら
下
奈
良
村
（
現
熊
谷
市
）
の

名
主
に
あ
て
た
手
紙
に
、「
先
に
忍
御
蔵
米
を
買

付
け
頂
き
ま
し
た
が
、誠
に
格
好
な
も
の
で
・・・
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
郷
口
門
は
、
星
宮
地
区
の
穀
倉
地
帯
で
取

れ
た
「
忍
蔵
米
」
な
ど
を
忍
城
下
に
運
び
入
れ

た
門
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

こ
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
「
忍
蔵
米
」

は
、
愛
宕
神
社
脇
の
代
官
所
を
通
っ

て
行
田
町
へ
、
あ
る
い
は
三
共
石
油

元
町
給
油
所
そ
ば
に
あ
っ
た
地
獄
橋

を
渡
り
、
帯お

び

曲ぐ
る

輪わ

を
経
て
現
在
の
ホ

ザ
ナ
幼
稚
園
付
近
に
あ
っ
た
忍
城
の

米
蔵
へ
と
運
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
※
忍
城
物
語
は
今
回
で
終
了
で
す
。）

　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

總願寺の黒門




